
　
昨
年
ま
で
『
月
刊
つ
ぶ
つ
ぶ
』
の
連
載
「
ベ
ジ
タ
リ

ア
ン
を
知
る
」
を
執
筆
し
ま
し
た
が
、
季
刊
誌
が
発
刊

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
つ
づ
い
て
「
21
世
紀
の
食
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
・
ビ
ー
ガ
ン
」
の
タ
イ
ト
ル
で
連
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ビ
ー
ガ
ン
は
、
肉
や
魚
、
卵
を
食
べ
な
い
だ
け
で
な

く
、
牛
乳
や
チ
ー
ズ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
乳
製
品
な

ど
動
物
性
の
も
の
は
一
切
摂
ら
な
い
純
菜
食（
者
）、完

全
菜
食（
者
）な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
一
つ
で
す
。
ビ
ヨ
ン
セ
や
ア
リ
ア

ナ
・
グ
ラ
ン
デ
な
ど
の
セ
レ
ブ（
リ
テ
ィ
）が
ビ
ー
ガ

ン
だ
と
い
う
情
報
が
メ
デ
ィ
ア
で
盛
ん
に
流
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、
な
ぜ
、
い
ま
、
ビ
ー
ガ
ン
な
の
か
？
最
新
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
交
え
て
ホ
ッ
ト
な
情
報
を
皆
様
に
お
届

け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

我
が
国
の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
学
問
領
域
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
日
本
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
学
会
の
年
次
総
会
が

2
0
1
7
年
11
月
26
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
第
17
回
日
本
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
学
会
大
会
の
研
究

発
表
で
、
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
の
橋
本
晃
一
さ
ん

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
首
都
圏
・
京
阪
神
の
大
学

院
・
大
学
生
（
短
期
大
学
を
含
む
）
1
2
6
名
の
調
査

で
、
ビ
ー
ガ
ン
人
口
の
割
合
が
男
女
と
も
約
４
％
と

な
り
、
2
0
0
3
年
に
日
本
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
学
会
誌

『Vegetarian 
Research

』
で
公
表
さ
れ
た
大
学

生
（
短
期
大
学
を
含
む
）
5
3
3
名
の
調
査
で
の
ビ
ー

ガ
ン
人
口
0.
2
％
が
、
こ
の
14
年
で
20
倍
も
増
加
し

た
と
い
う
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
国
際
的
に
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
す
で
に
多
く
の
ビ
ー
ガ
ン
が
存
在
す
る
ビ
ー
ガ

ン
先
進
国
の
英
国
で
は
2
0
0
6
年
か
ら
2
0
1
5
年

の
10
年
間
で
ビ
ー
ガ
ン
人
口
は
3.
5
倍
に
増
え
、
約

54
万
人
に
達
す
る
と
ビ
ー
ガ
ン
協
会
が
調
査
結
果
を
公

表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
決
し
て
ベ
ジ
先

進
国
と
は
言
え
な
い
イ
タ
リ
ア
で
は
、
今
年
2
0
1
7

年
、
イ
タ
リ
ア
人
の
ビ
ー
ガ
ン
人
口
は
前
年
比
３
倍
、

全
人
口
の
３
％
に
な
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
前
述
の
日
本
の
ビ
ー
ガ
ン
人
口
の
年
平
均
増
加

率
を
上
回
る
値
と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ビ
ー
ガ
ン
が
急
増
す
る
原
因
に
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
セ
レ
ブ
に
よ
る

ビ
ー
ガ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
投
資
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
プ
ロ
テ
ニ
ス
N
o.
1
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
ノ
バ
ク
・
ジ
ョ

コ
ビ
ッ
チ
は
自
身
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
ビ
ー
ガ
ン

料
理
の
写
真
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
が
、
体
に
優
し

い
菜
食
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
モ
ナ
コ
に
ビ
ー
ガ
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
店
し
ま
し
た
。

　
ム
ー
ビ
ー
ス
タ
ー
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
カ
プ
リ
オ

は
「
動
物
肉
か
ら
植
物
ベ
ー
ス
の
肉
に
移
行
す
る
こ
と

は
、
気
候
へ
の
影
響
を
減
ら
す
た
め
の
最
も
重
要
な
対

策
の
一
つ
で
す
。
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
て
、
ビ

ー
ガ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
「
ビ
ヨ
ン
ド
・
ビ
ー
フ
」
に
巨
額

な
投
資
を
行
い
ま
し
た
。

　
I
T
業
界
で
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
会
長
の
ビ
ル
・

ゲ
イ
ツ
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
創
設
し
た
エ
ヴ
ァ
ン
・
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
の
共
同
出
資
会
社
が
、
本
物
の
畜
肉
と
区

別
が
つ
か
な
い
く
ら
い
美
味
し
い
ベ
ジ（
植
物
性
）ミ

ー
ト
を
開
発
し
た
と
、
欧
米
で
大
き
な
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
の
ブ
ロ
グ
『
ゲ
イ
ツ
ノ
ー
ト
』
に

記
載
さ
れ
た
食
へ
の
提
言
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
オ
ブ
・

フ
ー
ド
（
未
来
食
品
）
」
（
和
訳
要
約
）
で
、
彼
は

「
2
0
5
0
年
ま
で
に
世
界
の
人
口
は
90
億
人
以
上

に
増
加
し
、
肉
に
対
す
る
食
欲
も
そ
れ
と
共
に
成
長

し
ま
す
。
肉
の
需
要
は
2
0
0
0
年
か
ら
2
0
5
0

年
に
倍
増
す
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
肉
を
育
て
る

に
は
大
量
の
土
地
と
水
を
必
要
と
し
、
環
境
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、
90
億
人
の

肉
を
生
産
す
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
誰

も
が
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
に
な
る
よ
う
に
求
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
私
た
ち
は
資
源
を
枯
渇
さ
せ

る
こ
と
な
く
肉
を
生
産
す
る
た
め
に
も
っ
と
多
く
の

オ
プ
シ
ョ
ン
（
選
択
肢
）
が
必
要
で
す
。
い
く
つ
か
の

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
新
し
い
企
業
が
、
鶏
肉
、
牛
ミ

ン
チ
肉
、
さ
ら
に
は
卵
ま
で
、
植
物
ベ
ー
ス
の
代
替

品
を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
持
続
可
能

に
生
産
さ
れ
る
食
料
で
す
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
時
代
の
先
端
を
行
く
セ
レ
ブ
た
ち
が
ビ
ー
ガ
ン
食

に
投
資
す
る
動
機
は
、
健
康
志
向
や
食
料
・
環
境
問

題
な
ど
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
多
様
な
問
題
と
関
係

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
次
号
か
ら
、
健
康
や
環
境
な
ど
の
問
題
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
て
、
「
な
ぜ
、
い
ま
、
ビ
ー
ガ
ン
な
の
か
？

こ
の
よ
う
な
ビ
ー
ガ
ン
が
急
増
す
る
原
因
に
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
か
？
」
を
追
及
し
て

行
き
ま
す
。
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なぜ、いま、ビーガン(完全菜食)なのか？
－ディカプリオやビル・ゲイツがビーガンビジネスに投資―


